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ア レ ル ギ
ー

患児に 対す る 皮内反応 に よ る 感作状況 と環境因子 の 検討

第 2報 　皮内反 応に よ る年齢 別感作状況

埼 玉 医 科 大学 小 児科学教窒

　　　山口 博 明

　昭和 42年 （1967）か ら昭和 62年 （1987） ま で の 21年間 に
， 九段坂病 院小 児科を 受診 お よ び 入院 した ア

レ ル ギ
ー

患児2157名 を対象 と して，特異 IgE 抗体を皮内反応 と RAST に つ い て
， 調査年度別 と 出生年度

別 に そ の 年齢分布 を比較 し，ア レ ル ギー疾患の 発症の増加 や年齢 との 関係 に つ い て 検討 した．

　1）家塵 の 皮内反応の陽性率は 調査21年間で み る と ， 1歳で 23％， 2歳 で 50％ ， 3歳 で 63％，そ して 8

歳 で84％を示 した．調査年度別 で 比較 す る と，昭和 40年代 に 比 べ ，50，60年代 は 2 歳 か ら60％ と低年齢

か ら陽性率が増加 L た．出生年度別 の 陽性率 は，昭和 44年以前 に 比 べ ，そ の 後に 出生 した も の は， 2 歳

で 40〜70％を示 し， 低年齢 か ら陽性率 が 高 く，な か で も55〜59年度 は 1歳か ら50％ と高い 陽性率で あ っ

た．こ れ ら の こ と は ，近年 の 住環境の 変化 に よ る ダニ の 増加 とそ の 感作状況 を反映 して い る も の と思 わ

れ た ．

　2） ス ギ の 皮内反 応 の 陽性 率 は 1歳 で 5％，4 歳 で 10％，8 歳 で 16％，そ して 15歳 で 3D％ と 加齢 と 共 に

増加 し た．調査年度 別 で は，40年代 は 陽性 率 が 10％以 下 で あ っ た が ，50，60年代 が 4 歳で 10％で あ り，

そ の 後加齢 と共 に 増加 した ，ま た
， 昭和 40〜44年度 に 出 生 し た 児 で は，13歳 以 上 で 30〜60％ の 陽 性率 を

示 L た が
， そ れ 以降 の 出生年度 で み る と，陽性率 は年 ：

“
と に 若年化 し，昭 和 50年以 降 は 6歳 以 上 で ほ ぼ

半数 に陽性率が 認 め ら れ た ．こ れ は ス ギ花粉 の 飛散数 の 増加 と関連 し て い る も の と思 わ れ た ．
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目　 的 対象及 び 方 法

　近年，気管支喘息患者 の 増加 と 発症 の 低年 齢化傾 向

が 指摘 され て きて い る．著者D は 第 1報で ア レ ル ギ
ー

患児に お げ る 家塵 の 皮内反応 が 昭和48年以降，ま た ス

ギ に お い て は 昭和55年以降急増が み られ ， 家屋 の 変

化 ・ス ギ の 植林 の 増 加な どの 各種環境 因子 の 影響が示

唆された．

　そ こ で 今回，調査 年度別 と出生年度別 に 各種抗原 の

特異 IgE 抗体 の 感作状況，お よ び 同
一

症例 の 皮内反応

の 陽性率 の 年次推移を報告 し，喘息の 発症 と加齢 との

か か わ りを検討 した ．
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Abbreviations ：　RAST 　 radioallergosorbent 　test；

HD 　h   use 　dust

　昭和 42年 （1967年） か ら62年 （1987年） ま で の 21年

間 に，九段坂病 院小児科外来を受診 お よ び 入院 し た ア

レ ル ギ ー患児 （気管支喘息，ア ト ピ
ー
性皮膚炎，ア レ

ル ギ ー
性鼻炎） の 2157名を対象 と した ．対象者 の 疾患

の 内訳 は，気管 攴喘息 が 1945名，喘息 十 ア レ ル ギ ー
性

鼻炎 が 1262名，ア ト ピ ー
性皮膚炎 は 89名 で あ っ た ，検

査時の 平 均年齢 は ，7．2± 3．7歳 で あ っ た CTable　1）．

皮内反応 は 鳥居薬品 （株）製 の 診 断 用 ア レ ル ゲ ン 皮内

エ キ ス を用 い て，石崎 らの 方法
2｝
で 実施 し，判定 した ．

RAST は，酵素抗体法 （phadezyme 　RAST 　kit）で 測

定し ， 判定 は ス コ ア 1 以下 を陰性， 2 以 Eを陽性 と し

た ．

　皮内反応 は，昭和 42年 か ら21年 間 ，RAST は HD に

っ い て 昭和 50年 か ら13年 間 の 測定結果 に つ い て 検討 し

た ．

　検査抗原 と し て，家塵，花粉類 （．X ギ ，ブ タ ク サ ）

2種，真菌類 （ア ス ベ ル ギ ル ス ，ア ル テ ル ナ リ ア， ク

ラ ド ス ポ リ ウ ム
，

カ ソ ジ ダ
，

ペ ニ シ リ ウ ム ） 5 種 ， 動
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Table 　l　Age 　distribution　of 　allergic 　children

Year 1967 1970 1975 1980 1985　　 1987
　　．−

T 〔｝tal
ShQUwa 42　 43　 4445 　 46　 47　 48　 495   　 51　 52　 53　 5455 　 56　 57　 58　 59

　　　　　　　　　　倡
60　 61　 62

　　No ．　 of 　 chHdren
一一−

17　 42　 7996 　145119129 ユ3314014115414612480 　／2495 　 84　 78109117 　63 2157

Age 　of 　years
（mean 士 SD ）

6．8 ＋ 3 ，5 6，8± 3．5 7．3±3、6 7，7±3．8 7．6ナ 4，37 ，2±3．7

物皮屑 ・上皮類 （イ ヌ
， ネ コ 上皮） 2種，生活抗原類

〔絹， ソ バ ガ ラ，羽 毛） 3種 を 用 い た ．

　検 討 方法 は
， 調査 年度別 と出生年度別 に 分け ， 調査

年度で は 昭和42〜49年 （40年代），50〜59年 （50年代 ），

そ して 60〜62年 （60年代） の 3 群に 分け て皮内反応陽

性率を年齢別 に 検討 し た ．ま た ，出生年度 は 昭 和 40〜44

年 ，
45〜49年 ， 50〜54年 ， 55〜59年 の 5年毎 に 分け て

皮内反応 の 陽性率を年齢別 に 検 討 し た．

　さらに 同
・
症例 で 家塵，ス ギ の 2種 の 皮内反応を 経

時的 に 追え た 32例 に つ い て そ の 陽性率 の 変動を検討 し

た ．

結　果

1．各年齢 の 各抗原 に 対す る皮内反応 の 陽性率

　家塵の 陽性率 は 調査 21年 間 に お い て 1歳 で 23．2％，

2 歳 で 49．6％， 3歳 で 62．8％ と徐 々 に 増加 し， 7 歳 で

73．5％， 8歳 で 84．1％ とな り，以後 の 年齢 は 80− 90％

台 で あ っ た （Fig ，ユ） （Table 　2）．
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　Fig，1．　 The　incidence　 of 　house　dust　 sensitivity

by　 the　 intradermal　 skin 　 test　 in　 1967〜1987　 and

RAST 　in　1975〜1987in　allergic 　children 　of　different
age ・

　 （− by　the 　intradermal　skin 　test，
．．．．．−1）y　the

radioallergosorbent 　test 〔RAST ））
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Fig．2．　The　 inciClence　 of 　pollen 　 sensitivity 　by

the　intradermal　skin 　test　in　1967　to　l987　in　allergic

ch 孟ldren　 of　different　 age ．

　〔− Japanese　cedar （sugi ），一・…．Ragweed ）
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　Fig．3．　 The　incidence　of 　mold 　sensitivity 　by　the

intradermal　 skin 　 tests　 in　 1967〜1987　 in　 allergic

children 　of 　different　age ，

　（− Candida，− AsPergilizas，．．．．．．
〆1魏 繝 α瀚 ，

一一一C如40sρo 吻 嬲 ，一一一Peniciltiza” t）

　花 粉類 の ス ギ の 陽性 率 は ， 1 歳 で 5 ．0％， 4 歳 で

10．2％ ，
8 歳 で 16．3％ と な り，以後徐 々 に 増加 し て 15

歳 で 30％ を 示 した （Fig，2）（Table　2）．

　 ブ タ ク サ で は， 1歳 で 0 ％， 3歳 で 12．0％ ，
6 歳 で

16．4％ とな り，以後 15歳 まで 15〜25％ の 陽性率 を 示 し

た （Fig．2） （Table　2）．
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　Fig．4．　The 　incidence　of 　dog　and 　cat 　hair　sensi −

t｛vity　by　the　intraderma1　skin 　test　in　1967〜1987　in

ailergic 　 children 　of　different　 age ．

　 （− dog 　dander，一．一．．−cat　dander）
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Fig．5．　 The 　 incidence　 of 　 silk ，　buckwheat 　 and

feather　sensitivity 　by　the　intraderma】skin 　test　in

1967− 1987in 　allergic 　children 　of 　different　age ．

　〔− silk ，
…一．．buckwheat，一一一feather）

　真菌類 5種 （Fig．3） （Table　2） に お い て は，カ ン

ジ ダ は 1歳 で 26．9％， 4 歳で 35．0％， 9 歳 で 41．7％，

そ の 後 15歳 ま で 徐 々 に 増加傾 向を示 した が，他の 4種

よ り も全年齢 で 陽性率が有意 に 高か っ た （p 〈 O．Ol，

p 〈 O．05）．残 りの 4 種 の 中で は
，

ア ル テ ル ナ リア の 陽

性率 が 高 か っ た が ， ほ ぼ 4種 と 同様の 増加傾 向を示 し，

3歳で 10％台， 5 〜6 歳で 15％前後 と な り，15歳 ま で

徐 々 に 増 加を示 し た。

　動物皮屑上皮類で は ，ほ ぼ全年齢 で ネ コ が イ ヌ よ り

陽性率 が 高 か っ た （Fig．4）（Table　2）．ネ コ は 5 〜6

歳 か ら4．0％前後 と な り， 8 歳 で 8．0％ ま で 増加 し，以

後
一

定 の 変動 は 認 め ら れ な か っ た．ま た
，

イ ヌ は 7歳

ま で 徐 々 に 増加 し た が そ の 後 は 10〜20％の 増減を認め

た ．

1詣

婁
羃
§
冨
3　
£

b 　
承　

　

　 123456789101112131415

　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 Years 　of　age

　Fig．6．　 The　incidence　of 　house　dust　sensitivity

by　the　intradennal　 skin 　test　in　　1967− 1974，
1975− 1984，　1985− 1987　in　allergic 　children 　of

different　 age ．

　
一 ：1967〜1974 （Shouwa 　 42〜49），一一一 ：

1975〜1984〔Shouwa 　5  〜59），一一一
： 1985− 1987

（Shouwa　60〜62）

　 生活抗原類 （Fig．5） （Table　2） に 対す る年齢分布

で は，絹 は 1歳 で 2。6％， 3歳7，3％， 5 歳 10．4％， 8

歳 16．5％，12歳 で 22．6％ と年齢 と共 に陽性率が増 加 し

た． ソ バ ガ ラ は 1歳で 2．9％， 4 歳で 8．2％，以後は 5
〜10％で ，14

，
15歳 で 20％ とな っ た ．羽毛は 全年 齢を

通 し て 0 〜5．0％で あ り，加齢 に よ る 変動は 認 め ら れ な

か っ た ．

2．各年齢 の HD に 対す る RAST の 陽性率

　 1歳 で 26．1％， 2 歳で 73 ．3％， 5 歳 で 80％ で あ り，

以後 8 ％前後 の 陽性率を示 し，皮内反 応 とほ ぼ 同様 で

あ っ た （Fig．1）．

3．調査年度別 か らみ た 皮 内反応陽性率 の 年齢分布

　家塵 は 昭和40年代 の 調査年度 に 比 べ ，50，60年代は

ほ ぼ全年 齢 で 高 い 陽性率 を 示 し た．す なわ ち，40年代

は 2歳 で 30％台， 5 〜6 歳 で 60〜70％，10歳で 80％台

と徐 々 に 増加 し て い た が ，50，60年代 に 入 る と 2 歳 で

60％台 ， 3歳 で は 70％台の 陽性率 を示 し た （Fig．6）．
さ ら に ，低年齢層を詳 し く検討す る と， 2歳 か ら 5 歳

ま で の 陽性率 は
，

40年代 に 比 べ 50，60年 代が有意に高

く（p ＜ O．Ol，　pく0．05），感作 の 低年齢化が認め ら れ た ．

　ス ギ は 昭和40年代は 1 〜10歳 ま で 陽性 率 は 10％以下

で あ り，年齢に よ る変化は 認 め られ な か っ た ．し か し

50年代 に な る と 4 歳 で 10％， 7 歳 で 15％ 以 上 の 陽性率

を示 し，加齢 とともに増加 を 示 し，60年代 は 50年代 よ

り陽性率 が 高 く， 8 歳以 hで 30％を越 え て い た （Fig．

7）．さ らに ，詳 し く検討する と，40年代 に 比 べ て ス ギ
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　　 Fig．7．　The　incidence　of 　Japanese　cedar （sugi ）

　 sensitivity 　by　the　intrader皿 ial　 skin 　　test　　in

　 1967− 1974，1975〜1984，1985− 1987in 　allergic　 chil ・

　 dren　of　different　age ．

　　
一 ：1967〜1974　（Shouwa 　42〜49），一一一 ：

　 ユ975〜1984　（Shouwa 　50〜59），一一一：ユ985〜1987

　 〔Shouwa 　6e〜62）
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　Fig．8，　 The 　incidence　 of　ragweed 　sensitivity 　by

the　intradermal　skin 　test　in　1967〜1974
，
1975〜1984

，

1985〜1987in　 allergic 　chilClren 　of 　different　 age ．

　一 ：1967〜1974 （Shouwa 　 42〜49），

一一一
：

1975〜1984　 （Shouwa 　50〜59），一．一一．：1985〜1987

（Shouwa 　60〜62）

花粉症 が 増加 した 50年代 で は ， 2， 4 ， 6歳，60年代

で は 5 ， 6 歳 で 陽性 率は有意 に 高 く （p＜0．01，p く

0，05），感作 の 低年齢化 と各年 齢層 の 陽性率 の 増加 が 認

め ら れ た ．

　 ブ タ ク サ は 各調査年代 と も ほ ぼ 同 じ 陽性率で あ り，

3歳 で 10％ ， 6歳 で 15％ ， 8 〜 9歳 で 20％ とな り， 以

後徐 々 に 増加傾向 を示 し た．昭和 60年代で は 8 歳以後

に やや増加 し た が，有意差 は認め られな か っ た （Fig．

8）．

　 ア ル テ ル ナ リア は 昭 和 40，50年 代 と も 3歳 で 15％ ，
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　Fig．9．　The　 incidence　 of ／llternaria　 sensitivity

by　the　intradermal　skin 　test　in　1967〜1974
，

1975〜1984，　1985〜1987　in　allergic 　 children 　 of

different　age ．

　
一 ：1967 〜1974 （Shouwa 　 42〜49），一一一

：

1975〜1984　（Shouwa 　50〜59），一一一
：1985〜1987

〔Shouwa 　60〜62）
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　Fig，10，　The 　incidence　of　house　dust　sensit董vity
by　the　intradermal　skin 　test　in　1967− 1987　in　aller ．

gic　children 　with 　year　of　birth；　1965〜1969，
197Q〜1974

，
1975〜ユ979，1980〜1984．

　
一 ： 1965〜1969 （Shouwa 　40〜44），．．．．．．：ユ970〜

1974 （Shouwa 　45〜49），一一一 ：1975〜1979 （Shouwa
50〜54），

一一．
：1980〜1984 （Shouwa 　55〜59）

7 〜9 歳で 20％と な り，加齢に 伴 な っ て 陽性率 は 増加

した が
，
60年代 は 年齢 が進む に 連れ て や や減少傾向が

認 め ら れ た （Fig．9）．

　他 の 抗原 に つ い て も同様 の 検討を し た が
， と く に

一

定 の 傾向 は 認 め られ な か っ た ．

4．出生年度別 に よ る 皮内反応陽性率 の 年齢分布

　家塵に 対す る皮内反応 陽性率 で は ，出生年 度が昭和

40〜44年 度 の 場 合 は 2 〜 3 歳 で 30〜35％， 5 歳 で

57．3％ ， 7 歳 で 82，9％，45〜49年 度 は 2 〜3 歳 で
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　Fig．ユ1．　 The 　incidence　of 　Japanese　cedar （sugi ）

sensitivity 　 by 　 the　 intradermal 　 skin 　 test　 in
1967− 1987in　allergic　children 　with 　year 　 of 　birth；
1965〜1969

，
1970− 1974，1975− 1979，198D〜1984．

　一 ： 1965 〜1969 　（Shouwa 　40 〜44）
，　
．．．．．．：

197e〜1974　（Shouwa 　45〜49），一一一 ：1975〜1979

（Shouwa 　 5〔）
一一54），一一一

：1980〜1984 （Shouwa

55〜59）

40〜5 ％ ， 5歳 で 66．7％ ，
7 歳 で 83．1％．50− 54年度

は 2 〜3 歳で 70〜75％， 5歳で 80％と な り プ ラ トーに

達 し た．55〜59年度 に な る と 1 歳 で ，それ以前 の 年度

が 10％以 ドで あ っ た の に 比 ぺ ，5  ％に 増加し ， 2 〜 3

歳 で 65〜75％， 5 歳 で 80％台 と な り ほ ぼ プ ラ ト
ー

に 達

した （Fig．1D）．す な わ ち ， 家塵 の 陽性率 は
， 出生年度

が 進 む に つ れ て 高 くな り，特 に 45年度以降 に 出 生 し た

もの は それ以前の も の に 比 べ
， 1歳 か ら 6 歳 ま で の 低

年 齢層 で は 陽性 率が有 意 に 増 加 し た （pく O．01，p く

0．05），

　 ス ギ は 出生年度が昭和40〜44年度の 場合 ， 8歳 ま で

lO％以 下， 9 〜12歳 で 10％台 で あ り，13歳 以 上 で

30〜60％ の 陽性率を示 した ．45〜49年度 は ， 6 歳ま で

10％以下， 8 歳 で 20，4％，それ以上 で 30〜60％ と陽 性

率 の 増加 を認 め た ．50〜54年度，55− 59年度は
， 2歳

で 10％以上 とな り，4 歳 で 15〜20％， 6歳 で 25〜3〔｝％

で ，そ れ 以 上 で Ot40〜50％ ま で 増加 した （Fig，11）．

　す なわ ち，ス ギの 陽性率は 50〜54年度は 2 歳か ら 6

歳，55〜59年度は ， 4歳 か ら 6 歳 で 40〜44年度 の そ れ

ぞれ の 値 よ りも有 意 に 増加 した （p 〈 0．01，p ＜ 0、 5）．

各出生年度別 に み る と， 家塵 と同様 に 出生年度 が あ と

に な る に つ れ ，特 に ス ギ 花粉症が 増加 し た 50年以降 ，

低年 齢層 で の 陽性率の 増加 を認め た。

　 ブ タ ク サ で は 陽性率 は 多少 異な る が，出生年度間 に

は 有 意差を認め な か っ た （Fig．12）．
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　Fig．12．　 The　incidence　 ofragweed 　sensitivity 　by
the　intradermal　skin 　test　ln　1967〜1987　in　allergic

children 　with 　year　of 　birth；／965〜1969，1970− 1974，
1975〜1979

，
1980〜1984．

　一 ：1965 〜1969 〔Shouwa 　 40 〜44），．．．．．．：

1970〜1974　（Shouwa 　45〜49），一一一．・：1975〜1979

（Shouwa 　 50〜54），一一一
： 198e〜1984　（Shouwa

5ト 59）
　 ％
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　Fig．13．　 The 　incidence　of ／llteアnaria 　sensitivity

by　the　intradermal　skin 　test　in　1967〜1987　in　aller ・

gic　children 　with 　year　of 　birth； 1965〜1969，
1970− 1974

，
1975− 1979

，
1980− 1984，

　一 ：1965〜1969 （Shouwa 　40〜44），．．．．．．：1970−

1974 〔Shouwa 　45〜49），一一一
：1975− 1979 （Shouwa

50〜5弓），一一一
：1980〜1984 （Shouwa 　55〜59）

　 ア ル テ ル ナ リ ア で も出生年度間に 有意差 を認め な

か っ た （Fig．13）．

　他 の 抗原に つ い て も同様の 検討を し た が ， と くに一

定 の 傾 向は 認 め ら れ な か っ た ．

5．同
一

症例 の 家塵 ，
ス ギ の 皮内反応 陽性率 に お け る経

時的変化

　初 回 検査時年齢を 1 〜3 歳， 4 〜6 歳，そ し て 7 歳

以上 に 分け て 皮内反応陽性率 の 推移 を み た ．

　家塵で は ， 1 〜 3歳で は 初 回 検査後 2 〜 3年の 内に

皮 内反応 の 感受性 が 高値 を示 した．初回検査 で 2 以上
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 rShouwa
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Fig．15．　 Follow　up 　 study 　of 　 Japanese　cedar

（sugi ）sensit 三vity 　in　1967〜1987　in　allergic　children

at 　different　 age 　when 　skin 　test　done．

の 陽性を 示 す もの が 14例 中 4 例あ っ た．40年代に検査

し た 者 は ，40年代後半か ら50年代初期 に は 陰性 か ら陽

性に な っ た ． 4 〜6 歳 で は 14例中 9 例 が初 回 検査 か ら

1 以 上 を示 した ．前者と同様 に 40年代後半 か ら50年代

初期 の 検査で は 大部分が 前 回 よ りそ の 陽性 率 が 高 くな

り， 4 〜6歳 の 方が陽性率が と くに 高値 を示 した ． 7

歳以上 は 5 例 と例数が少な い が前 2 者 と同様 の 動 きを

示 し（Fig．14），各年齢層 を総合す る と，家塵は 45年 か

ら50年 に か け て そ の 陽性率が増加 した ．

　 ス ギ は 1 〜3歳 で は 7 例中 3例 が検査年 度が50年 以

降 に 陰性 か ら陽性化 した ．し か し，家塵 に 比 べ て 陽性

化す る もの が 少な か っ た ． 4 − 6歳 で は 9 例 中 5例 が

50年 以降に 陽性化 し た． 7歳以上 も同様 に 5 年以降 に

陽性化 し た 者が 7 例中 4例 あっ た （Fig，15）．各年齢 層

を 総合す る と，50年以降 に 陽性率が増加 し た．

考　察

　近年，小児期 に お け る気管支喘息の 増加 とともに ，

そ の 初発年齢 の 低年齢化 が 指摘 され て い る
3）．喘息の

発症 に 関 し て Ratner ら
4 ）は ア レ ル ギー症 状 を呈す る

150例 の 小児を詳細 に 分析 し，喘息 の 発症を ア レ ル ギ ー

性皮膚・呼吸器症候群 と し て と らえ，中 山ら
51

は 1892例

の 喘息児 の 詳細 な統計的検索 か ら
， 喘息 の 定 型 的 な 例

で は，家族歴陽性 で 乳児期 に皮膚症状 ， 気道症状 を伴 っ

て 発症す る と述べ て い る．ま た 馬場
6）は ア ト ピ

ー
素 因

を持つ 個体で ， 皮膚症状 や 呼吸器症状 が あ る一
定 の 関

係 を も っ て 交替 し な が ら発症す る こ とを ア ラ
ー

ジ ッ

ク ・マ
ー

チ allergic 　march と提唱 した ．

　そ こ で，著者は ア レ ル ギ
ー

疾患 の 増加や発症 の 低年

齢 化 を 各 種抗 原 の 感作状 況 に 着 目 し 検 討 し た ．第 1

報
ll
で 皮内反応 の 感作 を年次推移 で み る と，家塵，ス ギ

で 陽性率が年 々 増加 し て い る こ とが 認 め られ た ．そ の
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因子 と し て 東京都の 非木造 の 新築家屋が増加 し，そ の

た め住居内の ダ ニ 数が増加 した こ と，
ス ギ植林 の 増 加

に よ る 花粉 の 飛散数が増加 した こ と な どが影響 して い

る もの と推測 し た ．

　そ こ で ，今回，発症 の 増加状況と年齢的変化を 知 る

目的 で 各抗原の 陽性率を調査年度別 お よ び 出生 年度 別

に 検討し て み た ．

　調査 21年間 で み る と， 喘息 の 原因抗原 と して 高い 陽

性率を示す家塵で は， 1歳で 23．2％， 2歳で 49．6％，

3歳 で 62．8％ と順 次増加 し，学童期 ま で に ほ ぼ 70％ の

陽性 率を示 して い た （Fig．1）．こ の 感作結果 と丸尾 らη

の 報告す る喘息発症年齢 とが ほ ぼ 合致 し た．

　また ， 家塵 の 感作状況を調査年度別 に み る と，40年

代で は， 2 歳で 30％台， 5 〜6 歳 で 60〜70％，10歳 で

80％台 で あ っ た が ，50，60年代 で は， 2歳 で 60％台，

3歳で 70％ の陽性率を示 し て い た ． 2歳 児 に お い て 出

生 年度 が 昭和 40〜44年 の 場 合30％ で あ っ た も の が ，

年 々 増加 し， 50年 以 降60− 70％を示 し， 3 歳 児 で も

40〜44年が30％台が，50年以降75％以上 の 陽性率を示

して い た （Fig．6）．また ， 同
一一一

例 の 継続 的検討 で も40

年代陰性 で あ っ た も の が50年以降陽性を示す もの が 認

め られ ， 昭和50年前後 ， 若年層 に 著 し い 増加 が 認 め ら

れ た （Fig．11）．

　すなわち調査i年度別 で は 2歳 に お い て 50，6 年代が

40年代よ り約 2倍の 感作状況を示 し ， 出生年度別 で も，

2 歳， 3 歳 に お い て ，40〜44年生 ま れ よ り45〜49年 は

約 1．5倍 ，50〜59年が 2 倍 か らそれ以上 の 陽性率を示 し

た ．こ れ ら の 結果 よ り40年台後半 よ り低年齢 か ら家塵

の 感作が進 ん で い る と考 えられた ．以 上 の 結果 は，住

環甓の 変化 に よ り ダ ＝ 数が 50，60年代で 35年 よ り2．5倍

に 増加 した と述 べ た 高岡
S，の 調査成績 を支 持 し て い る

もの と思われた ．

　以上 の 結果 か ら，感作年 齢 の 低年齢化，ひ い て は気

管支喘息 の 低年齢化，抗原量 の増加 ， す な わ ち 住居 内

の ダ ニ 数 の 増加 と 関連 し て い る こ とが 示 唆さ れ た ．

　次 に 近年花粉症 と し て の 話題 と な っ て い る
，

ス ギ の

陽性率 に つ い て 検討 し た ．

　 ス ギ花粉症 は 増加 の
一

途 に あ る と 報告 さ れ て い

る
9，．そ こ で ，1報 に お い て ス ギ の 陽性率が 55年 以降増

加 しO
， 前 田 の 報告

1D）と一致 し て い る と報告 し た．年齢

別 に み る と ，
ス ギ の 陽性率 は 1 歳 で 5．0％，4 歳 で

10．2％， 8 歳で 16．3％と な り，以後徐 々 に 増加 し て ユ5

歳で 30％ とな っ た ． こ の 陽性年齢 分布 は，2158例 に ス

ギ 花粉 の 皮内反応 を施行 した 萩沢 ら
11，

の 成績 とほ ぼ同

様で あっ た ，

　 調査年度別 に よ る感作状況 で は，昭和 40年代 は 全年

齢 が 10％以下 で ， 50， 60年代 は 共 に 4歳 で 10％， 7 歳

で 15％以 h の 陽性率 で 有意 に ト昇 し，年 齢 と共 に 増 加

し て い た．出生年度別 で み る と，昭和40〜44年度生 ま

れ が 8 歳 ま で 10％ 以 下 で ，以 後徐 々 に 増 加 し，13歳 以

上 で 30〜60％台 の 陽性率 を示 した．45〜49年度 は ， 6

歳 ま で 1  ％以下， 8 歳 で 20．4％，そ の 後加齢 と 共 に

30〜60％の 陽性率を示 した ．5（陣 生 まれ以降は ， 2 歳

か ら10％以 上 を示 し，6歳で 25−− 30％，そ の 後40〜50％

ま で増加 し，40〜44年度生 ま れ に 比 べ 有意 に 高値を 示

し た。

　次に ス ギ 飛散数と感作率を 出生年度で 検討す る と ，

40〜44年 に 生ま れ た 児 で 飛散数の 多い 50年以降 に 検査

さ れ た 13〜15歳児 で は ，そ れ 以前 に検査 され た 13歳未

満 の 児 に 比 べ 有意に ス ギ の 陽性率が高く，飛散数の 関

連 が 示 唆 され た ．

　 ま た，抗原暴露と感作 の 状況を み る と，45〜49年度

生れ の 5 歳 以下 は ，45年〜54年 に 検 査 した もの で ，ス

ギ 花粉 が増加し た 51年 の み に 暴露さ れ た た め 陽性率が

低 く， 6歳 以降 は 検査年度 が 54年以降 で ，多数 の ス ギ

花粉 の 暴露が51年 よ り数回 以 ヒに あ り，そ の た め 陽 性

率 が 高 くな り，そ の 後年齢 に 応 じて 陽性率 が増加 し た

もの と 思わ れ た ，こ れ は ，ア レ ル ギ
ー

素圏 が 強 い 者 で

は 3 シ ーズ ソ 程度 の 暴露 で 花粉症 が 発症す る と い う我

妻の 報告
’2）を指示 して い る もの と思われ た ．同

一
例 に

お け る皮内反応 の 経時的変化 で は ，皮内反応が 40年代

に 陰性 で 50年代 に な り陽性化す る 事 か ら5 年代 で 感作

状況 の 変化が み ら れ た こ と が示 唆 され た。以 ．ヒの 結果

か ら，ス ギ花粉 の 飛散数の 増加 した 50年以降 に 生 まれ

た 児 で は，乳幼児期か ら ス ギ花粉 に 感作さ れ， こ の こ

とが ス ギ花粉症 の 増加 お よ び 低年齢化
13｝

の 原因 の
一

つ

と考え られ た．ブ タ ク サ 花粉症は 本邦，特 に 関東地方

の 花粉症を代表す る もの で あ っ た が，最近 は ス ギ 花粉

症 が 激増し，ブ タ ク サ 花粉 は 激減 した と報告
14｝

され て

い る ．ま た，隣接 した 東京地 区 で は，昭和46年 と60〜63

年 の プ タ ク サ 花粉 の 飛散 数 に は ほ とん ど差 は な か っ た

と報告
15 ）16 ，され て い る．今回 の ブ タ ク サ の 陽性 率 か ら

は
， 年度差 が み られず出生年度別 で も年度間 に 差 が み

られ な か っ た こ とか ら，ブ タ ク サ に お い て もス ギ花粉

と 同様 に 感 作状況 と抗原量 と の 間 に は，強い 関連性が

示唆 され た ．

　真菌類が家塵，花粉類 と 並 ん で ア レ ル ギ ー疾患 の 重

要 な 原 因抗原 で ある こ と は 衆知 の 事実で ある．島貫
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ら
1η L81

は，喘息児lll3名 に 実施 した 皮 内反応 で ，真菌 5

種 の い ずれ か に 陽性を示 し た 患児 は 56％ で ，そ の うち

6 〜7 歳に 陽性率 が も っ と も高 く，真菌過敏喘息 は 成

人 よ り小児 に 頻度 が 高 い と報告 して い る．著者 の 結 果

で は ，カ ン ジ ダ が 他 の 4 種 よ り全年齢 で 皮内反応 の 陽

性 率 が 高 く， 1 歳 で 26．9％， 4 歳 で 35．0％， 9 歳 で

41．7％ で あ り， 15歳 まで 徐 々 に 増加 した， 1歳 か ら高

い 陽性率を 示す理 由 と して ，カ ソ ジ ダが乳幼児期 の 鵞

口 瘡 ， 皮膚炎 の 際 に 皮膚や粘膜 か ら侵入 して 感作 が 始

ま る た め と考え られ る．喘息の 原因抗原と し て は ア ル

テ ル ナ リ ア が 重要
19 ）と さ れ て い る が

， 調査年度 で み る

と，40，50年代は ほ ぼ同様 に 3歳で 15％， 7 〜 9歳で

20％と漸増 し
，

60年代は 年齢 が進む に つ れ や や 減少傾

向が み ら れ た．な お，出生年度間で は 差 は 認 め られ な

か っ た 。近年 ， 住環境の 変化 で 室内真菌が増加 し て い

る と言わ れ て い る が，皮内反応 の 陽性率に は反映 され

な か っ た ． こ れ に は ，ア レ ル ゲ ン ・エ キ ス の 力価 の 変

動 と ， 室内外 の 真菌の 年次推移 の 変化 と が 関係 し て い

る の か も し れ な い ．

　動物皮屑 ・上皮 や 他 の 生 活抗原 で は 感作 され る 頻 度

の 違い が予想 され る が，イ ヌ ，ネ コ ，絹，ソ バ ガ ラは

7歳前後 で 10％ の 陽性率を示 し た ．こ の 年齢 で は 様 々

な抗原 に 屋 内外 で 接触す る機会が多 い た め に 感作さ れ

る と考 え ら れ た．

　以 上 ，各種抗原 に よ る感作 の 検討で は
， 家塵 ，

ス ギ

の 昭和 50年前後 の 増加 と低年齢化 が 認 め られた ．

　その 増加 と低年齢化に 関 与した 因子 と し て は
， 前述

した 昭和50年代 の 家屋構造す な わ ち木造か ら鉄骨な ど

へ の 変化 や ア ル ミ サ ヅ シ 等 の 建築資材 の 採用 に よ る 機

密性 の 強化 に よ る ダ ニ 数の 増加，お よ び植林政策に よ

る ス ギ 植林面積 の 増加，さらに 不十分な ス ギ の 伐採 な

ど に よ る ス ギ花粉数の 増加 が考え られ た．

　さらに 豊 か な食生活 に 反映 して ，食品添加物等 の 多

様化，妊娠 中 か ら の 胎内へ の 高蛋 白食の 感作
2   や離乳

食 の 早期化
21）

に よ る 出生早期 の 異種蛋 白の 感作な ど が

ア レ ル ギ ー疾患 の 増加低年齢化 に か か わ っ て い る か も

しれ ない ．

結 　語

　昭和42年 （1967）か ら21年間に，九段 坂病院小児科

を受診及 び 入院 し た ア レ ル ギ ー
患児 2157名を 対象 と し

て ，特異 IgE 抗体を皮 内反応 と RAST に よ っ て 測 定

し， 調査年 度別 と出生年度別 に 年齢分布を比較検討 し

た ．

　1）家塵 の 皮 内反応 の 陽性率 は 調査 21年間 で み る と，

1歳 で 23％，2 歳 で 50％， 3歳 で 63％，そ し て 8歳 で

84％を示 し た．陽性率を調査年度別 で 比較 す る と，昭

和 4 年代 に 比 べ ，50，60年代 は 低 年 齢 か ら陽 性 率が増

加 した．出生年度別 の 陽性率 は ，40− 44年度 に 比 べ て

そ の 後に 出生 した もの は ，低年齢 か ら増加 を 示 し，住

環境 の 変化 に よ る ダ ニ の 増加 との 関連 性 が 示 唆 され

た 。

　2） ス ギ の 皮内反応 の 陽性 率 は 1 歳 で 5 ％ ，
4 歳 で

lG％， 8歳で 16％，そ して 15歳で 30％で あ っ た．調査

年度別 で は
，

40年代 よ り50
，

6  年代 は 家塵 と 同様 に 低

年齢 か ら陽性率が増加 し た．出生年度別の 陽性率は，

昭和5 年以 降に 生ま れ た 小児で 増加 を示 し，年代 が 進

む に連れ て低年齢化 し ，
ス ギ 花粉 の 飛散数の 増加 と関

連し て い る と考 え られ た ．

　3） そ の 他 の 抗原 で は
，

ブ タ ク サ の 陽性率は
，

1 歳で

0 ％， 3歳で 12．0％， 6歳で 16．4％を 示 し，以後15歳

ま で 15− 25％で あ っ た ．年代別 で は 陽性率 は ほ ぼ 同 じ

で ， 3歳で 10％， 6歳で 15％， 7 〜9 歳で 20％を 示 し

た ．カ ン ジ ダ の 陽性率 は 1 歳 で 27％， 4 歳 で 35％， 9

歳で 42％を 示 した ．ア ル テ ル ナ リア は 3歳 で 10％， 7
〜8 歳 で 15％を示 し た ．イ ヌ ，ネ コ は ， 5 − 6歳 よ り

陽性率が増加 し ， 7 − 8歳で 10％に増加 し た。絹 の 陽

性率ei　1歳 で 3 ％，5 歳 で 10％，8 歳 で 16％を示 した ．

ソ バ ガ ラ は 1 歳 で 3 ％ ， そ の 後 5 〜10％ で あ っ た ．羽

毛は 全年齢を 通 し て 0 〜 5 ％で あ っ た ．

　調査年度別，出生年度別 の 陽性率 で は プ タ ク サ ，ア

ル テ ル ナ リァ は ， 家塵 ，
ス ギ に 比 べ 有意な変動は み ら

れ な か っ た ．

　本稿の
．．一
部 は 第91回 日本小児科学会で 発表 し た ．

　稿を 終 え る に あた り，
ご教 示 ，

ご 校閲 い た だ い た埼玉 医科

大学小児科学 教室教授 の 故前 田和
一

先 生に 深 謝す る と と も

に ，ご校 閲 い た だ い た 佐 々 木 望 教 授 に 深 謝 致 し ま す．本 研 究

に 際 し ご 指 導 い た だ い た 赤 坂 　徹 助 教 授 （現 ：国 立 療 養 所

盛岡 病院 小児科，研究検査科長 ），鈴木五 男講 師 （現 ：東邦

大 学 小 児 科 講 師 ） に 感 謝 し，協 力 して い た だ い た 同 ア レ ル

ギ
ー
研究班 の 諸先生 に 感謝 い た し ま す．ま た ，研 究 に ご 協力

い た だ い た 九 段 坂 病 院 小 児 科 医 長 （現 ：戸 田 中央 病 院 小 児

科）の 島貫金 男先生，同医 長の 下 田 恵子 先生 に 感謝 い た し ま

す．
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EVALUATION 　OF　THE 　RELATIONSHIP 　BETWEEN 　IMMEDIATE 　HYPERSENSITIVITY 　AND

　　　　 ENVIRONMENTAL 　FACTORS 　 BY 　INTRACUTANEOUS 　 SKIN 　TESTS 　AND

　　　　　　　　　 SPECIFIC　IgE　ANTIBODIES 　IN　ALLERGIC 　CHILDREN

　　　　Part　2　The 　Age　Distribution　of　Immediate　Hypersensitivity　by　Intracutaneous

　　　　　　　　　　　　　　Skin　Test　 and 　Radioallergosorbent　Test

　　　　　　　Hiroaki　Yamaguchi

DePart耀 η ’〔ゾP励 α〃ゴos，　Saitama　Medicat　S‘加 o ！

　　To　evaluate 　 immediate 　hypersensitivity　and 　environmental 　 factors，2，187　allergic　children 　were 　given

intradermal　skintests （ID　test）and 　specific　IgE　antibodies （RAST ＞at　Kudanzaka　Hospital　for　21　years （1967−1987）．

　　The　incidence　of　positive　ID　test　to　house　dust（HD ＞was 　23％ at 　l　year，50％ at　2　years，63％ at　3　years　and 　84％ at

8years　of　age ，　The 　results 　of　average 　positive　test　obtained 　at　an 　earher 　age 　in　1975　and 　1985　than　in　1965．　Children

born　recently 　begin　to　have　positive　test　scores 　earlier　than　those　born　between　1965　and 　1969．　This　could 　be　related

to　the　recent 　increase　in　the　number 　of　HD 　mites ．

　　The　incidence　of 　positive　ID　test　to　Japanese　cedar 　pollen（sugi ）was 　5％ at　l　year，10％ at4years ，16％ at 　8　years
and 　30％ at　15years　of 　age ，　The　positive　test　scores 　were 　again 　obtained 　at　an 　earlier 　age 　in　1975　and 　1985　than　in

1965，in　the　same 　way 　as　for　HD 　mites ．Children　born　between 　1965　and 　1969　showed 　30−60％ posit孟ve 　rate 　after 　13

years　of　age ；this　level　was 　seen 　after 　10　years　of　age 　in　children 　born　in　l975　and 　1979，　and 　after　6　years　in　those

born　between　198 一1984．　This　could 　be　due　to　the　recent 　increase　in　the　amount 　of　sugi　pollen．

　　Only　Candida　showed 　any 　significant 　rises　in　positive　rate 　27％　at 　1　year　of　age ；slow 　increase　was 　observed 　in

the　case 　of　ragweed ，
　molds

，
　epidermals 　and 　others ，No 　remarkable 　change 　was 　seen 　in　ragweed 　and 　Alternaria　at

the　years　of　examination 　and 　the 　years　of　b玉rth ・
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